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界
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不
安
を

い
だ
い
た
大
会
で
し
た
が
見
事
に
成

功
で
し
た
。
梅
木
真
美
選
手
、
町
か

ら
２
人
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の

誕
生
。
次
回
の
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大
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と
願
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す
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員
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ボ
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と
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ま
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で
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（
運
も
実
力
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ス
ポ
ー
ツ
の
世
界

は
い
つ
も
結
果
が
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目
さ
れ
、
選
手

の
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躍
の
源
で
あ
る
食
材
に
は
あ
ま

り
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心
が
示
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
食
材

の
調
達
基
準
が
あ
る
ら
し
い
で
す
。

た
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有
機
農
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い
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こ
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か
ら
半
年
間
で
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万
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ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
も
ら
う

に
は
大
変
な
努
力
が
必
要
で
あ

る
。

　
　
返
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の
内
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や
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の

充
実
、
そ
の
積
極
的
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ピ
ー

ア
ー
ル
な
ど
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
準
備
と
着
実
な
取
り
組
み

を
す
べ
き
で
あ
る
。

Ａ
　
今
回
、
返
礼
品
の
充
実
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
を
導
入
す
る

と
と
も
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
に
よ
り
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
新
た
に
返
礼
品
事

業
を
事
業
者
に
委
託
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
品
物
の
開
発
が
図
ら
れ
る
。
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適
正
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め
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日
数
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に
よ
る
報
償
費
の
増
で

あ
る
。
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菅
原
の
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会
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の
設
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委
託

料
が
９
０
０
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計
上
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て
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る
。工
事
費
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６
千
万
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予

算
）
の
15
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に
な
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設
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が
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で
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か
。
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三位一体で道をつむぐ
九重町長　坂本 和昭
　このたび、九重町長の職を退任するにあたりまして皆様にご挨拶を申し上げ
ます。
　私は、議員として13年間、町長として24年間、町政に携わらせていただきま

した。この間、町の発展と町民福祉の向上を目指して、皆様の先頭に立ちまちづくりを進めてまいり
ました。特に、政策決定は、議員時代の経験が大変役に立ちました。「まちづくりは、議員や行政
だけではできない。議会と行政、そして、町民参画が重要である。」と、町長に就任してから、こ
の三位一体を最も大切にしてきました。
　振り返りますと、財政健全化に向けた行財政改善計画から始まり、活きいきランド施設整備、大災
害対策、猪牟田ダム問題、大吊橋建設、単独のまちづくり、ケーブルテレビ導入、幼保一体化施
設整備、日本一の田舎づくりなど重要プロジェクトは、町民説明会を重ね、議会とは時間をかけて協
議し、目指すものが同じであるというスタンスで、町民にとって何がベストかを共に選択できたのでは
ないかと自負しております。特に、日出生台演習場米軍実弾射撃訓練は、町民、議会と共に必死
に反対してきましたが、不本意ながら受入れという苦渋の決断をせざるを得なかったことは今でも胸が痛みます。
決断した以上は、町民の安心・安全を守ることが私の責務であると痛感した出来事でした。また、中学校統合
問題では、４校統合が実現できたことは、子どもたちにとっても、これからの行政運営にとっても、町が一つにな
る大きな一歩を踏み出せたものと確信しております。
　これからも、人口減少や高齢化が進展していく中で、福祉の向上を図る様 な々取り組みが重要なことに変わり
はありません。まずは、財政規律を堅持するために、事業実施においては選択と集中が基本となります。しか
し、最も重要なことは、町民、議会、行政が一体となることです。これが成せれば、どんな課題にも立ち向かっ
ていける、解決できると私は信じています。
　今後は、一町民として、郷土の発展を見守りたいと考えております。これまでの皆様からのあたたかいご支援
に感謝を申し上げ、退任のごあいさつといたします。

九重町議会 議長　小川 克巳
　24年間の長きにわたり、九重町の発展、振興に大変なご尽力を賜りここに厚く感謝
申し上げます。
　とりわけ「平成の大合併」と称された市町村合併においては、国や県の強力な推
進にも関わらず、苦渋の選択の中、単独の道を選び、自律のまちづくりを力強く推進
し、今日に至っています。全国的にもめずらしい、小さくてもキラリと光る町づくりを推進して頂きました。
　また、財政健全を堅持しつつ、手がけられた事業は沢山ありますが、中でも九重 “夢” 大吊橋は町民
の意見が二分する中での決断でしたが、大盛況で計り知れない経済効果と波及効果を町内外にもたら
し、ロマンあふれる町、活力あふれる町、自然あふれる町として注目を集めました。さらに、町長が推進
した豊富な資源を活かした地熱事業や既存の温泉資源は観光振興を含めて、一層飛躍できるものと確
信しています。
　さらに、緑陽中学校やこども園の建設をはじめ地区公民館建設などと教育施設の充実は人材育成が
必要不可欠と判断しての取り組みで後世に希望をもたらしました。公務多忙の中、ふれあいタイムを定期
的に行なうことで、対話の町政を実践したことは、過去に例を見ない取り組みで、今後の自治体行政の
ありかたを提案されたものと、ここに深く感謝申し上げます。

3

平成２8年 第３回定例会（９月５日）平成２8年 第３回定例会（９月５日）
本定例会は9月5日から9月23日までの19日間開催されました。

報告２件、議案17件を慎重に審議いたしました。

平成28年度一般会計補正予算（第5号）平成28年度一般会計補正予算（第5号）

補　正　額
補正後の額

6,420万円
80億3,563万円

増額

◆ 補正予算ピックアップ ◆

歳出 ○ふるさと納税に対する返礼等業務委託料など ‥‥‥‥‥ 3,428万円
○九重プレミアム旅行券事業補助金 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2,200万円
○菅原地区集会所の設計委託料‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 900万円

歳入 ○ふるさと納税の返礼品見直しに伴うまちづくり寄付金 ‥ 5,000万円
○基金繰入金  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ▲1億8,000万円
○平成27年度決算に基づく繰越金‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1億8,762万円
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○平成27年度決算に基づく繰越金‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1億8,762万円
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農
林
課
・
農
業
委
員
会
審
議

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
お
い

て
、
肉
用
牛
大
規
模
経
営
事
業

の
採
択
事
業
量
の
増
に
よ
る
補
助

金
が
増
額
と
な
る
こ
と
の
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
と
し
て
、
熊
本
・
大
分

地
震
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
内
水
路
崩

落
に
よ
り
栗
原
地
区
の
耕
作
不
能

な
水
稲
対
策
と
し
て
、
そ
ば
四
・

六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
飼
料
用
作
物

二
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
転
作
が
行
わ

れ
、
ト
マ
ト
栽
培
用
の
水
確
保
に

散
水
車
を
リ
ー
ス
し
て
で
き
る
限

り
の
給
水
を
行
っ
て
い
る
等
の
説

明
を
受
け
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
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‥
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‥
‥
‥
‥
‥
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‥
‥

企
画
調
整
課
審
議

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
お
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
の
見
直
し
に

よ
り
業
務
委
託
等
関
進
す
る
経

費
が
増
額
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
申
込
み
、
返
礼
に
つ
い
て
の

委
託
・
九
重
町
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
の
選
定
事
業
者
・

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
（
参

考
資
料
）
の
変
更
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

建
設
課
審
議

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
お
い

て
、
農
地
災
害
復
旧
の
測
量
・

設
計
委
託
料
が
増
額
と
な
る
こ
と

及
び
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
の
前
倒
し
に
よ
る
来
年
度
計
画

分
を
今
年
度
実
施
す
る
た
め
負

担
金
が
増
額
と
な
る
こ
と
の
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
と
し
て
、
地
震
・
大
雨

に
よ
る
一
連
の
災
害
に
つい
て
の
町

道
・
林
道
・
農
業
関
連
の
件
数
、

査
定
、
発
注
、
工
事
状
況
、
今

後
の
復
旧
対
策
等
の
説
明
を
受
け

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

危
機
管
理
情
報
推
進
課
審
議

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
お
い

て
、
災
害
被
災
者
住
宅
専
建
支

援
金
の
増
額
は
申
請
者
の
増
の
た

め
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
受
信
機
の

購
入
に
よ
り
増
額
と
な
る
た
め
に

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
と
し
て
、
災
害
家
屋
の

判
定
の
方
法
等
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

税
務
・
会
計
課

　
徴
収
事
務
に
お
い
て
、
県
や
玖

珠
町
と
連
携
し
て
町
を
越
え
て
徴

収
活
動
を
行
い
効
果
が
出
て
い
る

よ
う
で
す
。
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　 

飯
田
養
豚
場
建
設
計
画
の

　 

変
更
説
明
会

　
建
設
計
画
者
の
北
九
州
フ
ァ
ー

ム
は
、
建
設
反
対
者
の
要
望
、
意

見
に
よ
り
可
能
な
限
り
養
豚
場

建
設
計
画
の
変
更
を
行
う
こ
と
と

し
て
24
日
に
飯
田
地
区
体
育
館
に

お
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
北

九
州
フ
ァ
ー
ム
稗
田
社
長
以
下
５

人
の
出
席
の
も
と
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
今
後
も
必
要
な
限
り
の

理
解
は
求
め
て
い
き
た
い
と
の
話

で
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
と
し
て
も
引
き
続
き

調
査
、
研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

今
回
議
案
の
審
議
は
な
し

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

審 

査 

報 

告
議案

０件

トマト栽培用散水車 栗原地区転作そば開花

町道災害復旧工事完成

工事請負契約２件を承認
（予定価格5,000万円以上の工事請負契約については、議決が必要です）

奥野定住促進住宅（仮称）新築工事
（建築主体）

契約金額
1億5,785万2,800円（税込）

契約方法
要件設定型一般競争入札（総合評価方式※）

契約業者
新成建設㈱玖珠支社
議決外事項

（機械設備）  契約金額　　2,959万2,000円
　　　　　　契約業者　　安部文化工業㈱（大分市）
（電気設備）契約金額　　2,386万8,000円
　　　　　　契約業者　　イーベル㈲（玖珠町）

南山田公民館新築工事
（建築主体）

契約金額
1億6,504万5,600円（税込）

契約方法
要件設定型一般競争入札（総合評価方式※）

契約業者
新成建設㈱玖珠支社
議決外事項

（機械設備）  契約金額　　3,088万8,000円
　　　　　　契約業者　　扶桑工業㈱（大分市）
（電気設備）契約金額　　1,447万2,000円
　　　　　　契約業者　　久大電設㈱（玖珠町）

※契約方法の「総合評価方式」とは、
　「価格」だけでなく、「価格以外の要素」（例えば、企業の施工能力や地域貢献など）を総合的に評価して、
　契約業者を決める方式です。

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
同
意

佐藤 佳美さん
南山田・相挟間

人
事
案
件 

４
件

　
前
任
者
が
、平
成
28
年
12
月

31
日
を
も
っ
て
辞
任
さ
れ
る
た

め
、後
任
と
し
て
佐
藤
佳
美
氏

を
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

と
し
て
法
務
大
臣
に
推
薦
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。田川 慎一郎さん

飯田・無田中一

　
前
任
者
が
、平
成
28
年
12
月

31
日
を
も
っ
て
辞
任
さ
れ
る
た

め
、後
任
と
し
て
田
川
慎
一
郎

氏
を
人
権
擁
護
委
員
の
候
補

者
と
し
て
法
務
大
臣
に
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
同
意

吉光 豊さん
南山田・桐木一

　
前
任
者
が
、平
成
28
年
９

月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る

た
め
、後
任
と
し
て
吉
光
豊

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

甲斐 充さん
飯田・筋湯

　
前
任
者
が
、平
成
28
年
10

月
７
日
で
任
期
満
了
と
な
る

た
め
、後
任
と
し
て
甲
斐
充

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。
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た
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（予定価格5,000万円以上の工事請負契約については、議決が必要です）
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（建築主体）

契約金額
1億5,785万2,800円（税込）

契約方法
要件設定型一般競争入札（総合評価方式※）
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議決外事項

（機械設備）  契約金額　　2,959万2,000円
　　　　　　契約業者　　安部文化工業㈱（大分市）
（電気設備）契約金額　　2,386万8,000円
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南山田公民館新築工事
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　「価格」だけでなく、「価格以外の要素」（例えば、企業の施工能力や地域貢献など）を総合的に評価して、
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九
重
町
地
熱
資
源
の
保
護
及
び

活
用
に
関
す
る
条
例
の一
部
改
正

　
九
重
町
で
は
地
熱
利
用
に
関

し
、
事
業
者
よ
り
提
出
さ
れ
た
計

画
を
、
検
討
委
員
会
で
審
議
し
ま

す
が
、
今
回
の
改
正
は
、
国
が
設

立
し
た
委
員
会
に
対
し
、
専
門
的

見
地
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
改
正
す
る
も
の
で
あ

り
、
適
当
で
あ
る
と
の
意
見
の
一

致
を
み
ま
し
た
。
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

執
行
部 

３
月
末
で
閉
館
を
提
案

﹇
理
由
﹈

①
利
用
者
も
少
く
、管
理
業
務
を

引
き
受
け
る
団
体
が
な
い
。

②
ポ
ン
プ
の
老
朽
化
で
、安
定
稼

働
が
保
証
で
き
な
い
。

③
震
災
被
害
も
含
め
、全
体
的
に

建
物
が
老
朽
化
し
て
い
る
。

④
構
造
上
、利
用
し
に
く
い
う
え

現
在
地
で
の
改
造
は
、立
地
的

に
も
厳
し
い
。

　
以
上
が
主
な
理
由
で
し
た
。

委
員
会
は
再
検
討
を
提
案

﹇
理
由
﹈

①
結
論
を
急
ぎ
す
ぎ
、有
効
活
用

を
検
討
す
べ
き
。

②
町
民
福
祉
の
向
上
、健
康
増
進

の
た
め
の
施
設
は
必
要
。

③
町
民
に
望
ま
れ
る
施
設
に
す
る

た
め
、温
泉
の
活
用
法
も
含
め
、

抜
本
的
に
検
討
す
べ
き
。

④
必
要
と
す
る
個
人
、団
体
の
存

在
も
あ
る
。

　
以
上
の
意
見
を
ふ
ま
え
再
検
討

を
提
案
し
ま
し
た
。

執
行
部
　
休
館
で
再
提
案

　
委
員
会
と
し
て
は
、継
続
を
強

く
望
む
も
、業
務
を
受
け
て
頂
く

団
体
が
無
い
こ
と
に
は
、営
業
が
で

き
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
本
当
に
望
ま
れ
る
施
設

の
可
能
性
を
検
討
す
る
に
は
一
定

期
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

利
用
者
へ
の
説
明
と
ご
理
解
を
十

分
頂
く
よ
う
に
執
行
部
へ
求
め
、

来
年
度
か
ら
の
休
館
は
や
む
な
し

と
判
断
し
ま
し
た
。
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‥
‥

町
内
の
方
も
利
用
可
能

　
大
地
震
に
よ
る
、
施
設
被
害

と
共
に
、
風
評
被
害
に
よ
り
、
町

内
へ
の
観
光
客
数
は
、
ま
だ
ま
だ

復
興
の
き
ざ
し
を
感
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。

　
そ
こ
で
、
観
光
客
が
減
少
す
る

冬
期
に
向
け
て
「
旅
行
券
事
業
」

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
事
業
費
は
、
２
千
２
百
万
円
、

１
冊
１
万
円
を
５
千
円
で
販
売

し
、
１
人
２
冊
が
限
度
で
す
。

　
町
内
の
方
で
も
利
用
で
き
ま
す

の
で
詳
し
く
は
、
九
重
町
商
工
会

ま
た
は
九
重
町
役
場
商
工
観

光
・
自
然
環
境
課
ま
で

お
問
合
せ
下
さ
い
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

深
刻
な
保
育
士
不
足

　
開
園
し
て
半
年
が
過

ぎ
た
、
み
つ
ば
こ
ど
も

園
、
10
月
の
入
園
希
望

者
４
名
の
内
、
２
名
が

保
育
士
の
不
足
が
原
因

で
入
園
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
執
行
部
に
は
、
開
園

前
か
ら
待
機
園
児
を
出
さ
な
い
努

力
を
重
ね
て
求
め
続
け
て
来
ま
し

た
が
、
全
国
的
課
題
の
保
育
士

不
足
は
本
当
に
深
刻
で
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を

　
園
児
の
年
令
に
よ
っ
て
保
育
士

の
数
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

年
少
児
が
増
え
れ
ば
、
保
育
士

も
増
員
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

皆
様
の
ま
わ
り
に
、
保
育
士
の
有

資
格
者
が
居
れ
ば
、
声
を
か
け
て

頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

教
育
民
生
観
光
常
任
委
員
会

審 

査 

報 

告
議案

１件

大刀洗町議会での研修

町が購入するドローン

運営が検討された温泉館

元気に遊ぶみつばこども園の風景

ど
う
な
る
温
泉
館

待
機
園
児
問
題

九
重
復
興

プ
レ
ミ
ア
ム
旅
行
券

発
行

読
み
や
す
い

議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
、

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
７
月
21
日
、22
日
の
２
日
間
議

会
だ
よ
り
を
作
成
し
て
い
る
議
員

が
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
視
察
先
は
、長
崎
県
の
長
与
町

議
会
及
び
福
岡
県
の
太
刀
洗
町

議
会
、で
あ
り
両
町
の
議
会
だ
よ

り
は
、全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
表
彰
を

受
け
て
お
り
、読
ん
で
頂
け
る
紙

面
づ
く
り
を
目
的
に
研
修
し
ま
し

た
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、原
稿
作
成
、レ

イ
ア
ウ
ト
、写
真
撮
影
と
全
て
の

作
業
を
議
員
が
行
な
っ
て
い
ま
す

が
、苦
労
し
て
作
成
し
て
も
、読
者

が
読
み
た
く
な
る
紙
面
で
な
け
れ

ば
、な
り
ま
せ
ん
。

　
む
ず
か
し
い
こ
と
で
す
が
、今

回
の
研
修
で
、参
考
に
な
る
点
も

多
々
あ
り
ま
し
た
の
で
、よ
り
良
い

紙
面
づ
く
り
を
目
指
す
う
え
で
、

有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 大刀洗町の議会だより 長与町の議会だより

２回の臨時議会開催

歳入
　○ 公共土木施設災害復旧補助金の追加 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4,736万円

　　　○ 公共土木施設災害復旧事業費の追加 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2,700万円
　　　○ 財源不足に伴う基金繰入金追加 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3,000万円

歳出
　○ 九重町議会補欠選挙の実施に伴う必要経費の追加 ‥‥‥‥‥234万円

　　　○ ６月梅雨前線豪雨に伴う災害復旧工事の追加 ‥‥‥‥ 1億1,214万円
　　　○ 緑陽中学吹奏楽部南九州大会出場補助金の追加 ‥‥‥‥‥‥125万円

第４回臨時会（７月25日）

九重町一般会計補正予算（第３号）　1億1,538万円

歳入　○ 地方創生加速化交付金事業の追加 ‥‥ 6,284万円

歳出
　○ ドローンを活用した新たな情報発信事業

　　　　 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 333万円
　　　○ 平成28年熊本地震に伴う風評被害対策事業
　　　　 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4,974万円

第５回臨時会（８月19日）

九重町一般会計補正予算（第４号）　6,284万円

▼ 

審
査
事
項
以
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熱
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会
に
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、
専
門
的

見
地
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ア
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バ
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を
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ら

れ
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よ
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に
改
正
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る
も
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で
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適
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の
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、安
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稼

働
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で
き
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い
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震
災
被
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も
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め
、全
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的
に
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が
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朽
化
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。
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構
造
上
、利
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に
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え

現
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で
の
改
造
は
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的

に
も
厳
し
い
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以
上
が
主
な
理
由
で
し
た
。

委
員
会
は
再
検
討
を
提
案
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由
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結
論
を
急
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す
ぎ
、有
効
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を
検
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す
べ
き
。
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町
民
福
祉
の
向
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、健
康
増
進

の
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め
の
施
設
は
必
要
。
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民
に
望
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る
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設
に
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る
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、温
泉
の
活
用
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も
含
め
、

抜
本
的
に
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す
べ
き
。

④
必
要
と
す
る
個
人
、団
体
の
存

在
も
あ
る
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以
上
の
意
見
を
ふ
ま
え
再
検
討

を
提
案
し
ま
し
た
。

執
行
部
　
休
館
で
再
提
案

　
委
員
会
と
し
て
は
、継
続
を
強

く
望
む
も
、業
務
を
受
け
て
頂
く

団
体
が
無
い
こ
と
に
は
、営
業
が
で

き
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
本
当
に
望
ま
れ
る
施
設

の
可
能
性
を
検
討
す
る
に
は
一
定

期
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

利
用
者
へ
の
説
明
と
ご
理
解
を
十

分
頂
く
よ
う
に
執
行
部
へ
求
め
、

来
年
度
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ら
の
休
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は
や
む
な
し

と
判
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ま
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た
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内
の
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地
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に
よ
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、
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設
被
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に
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に
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、
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内
へ
の
観
光
客
数
は
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ま
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の
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を
感
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せ
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そ
こ
で
、
観
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客
が
減
少
す
る

冬
期
に
向
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て
「
旅
行
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事
業
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を
実
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る
こ
と
と
な
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ま
し

た
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事
業
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は
、
２
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２
百
万
円
、

１
冊
１
万
円
を
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千
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で
販
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し
、
１
人
２
冊
が
限
度
で
す
。

　
町
内
の
方
で
も
利
用
で
き
ま
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の
で
詳
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は
、
九
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商
工
会

ま
た
は
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重
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役
場
商
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刻
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保
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士
不
足

　
開
園
し
て
半
年
が
過

ぎ
た
、
み
つ
ば
こ
ど
も

園
、
10
月
の
入
園
希
望

者
４
名
の
内
、
２
名
が

保
育
士
の
不
足
が
原
因

で
入
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で
き
ま
せ
ん
で
し

た
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執
行
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に
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開
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ら
待
機
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を
出
さ
な
い
努

力
を
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求
め
続
け
て
来
ま
し

た
が
、
全
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的
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の
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の
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の
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た
め
、
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と
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運営が検討された温泉館

元気に遊ぶみつばこども園の風景

ど
う
な
る
温
泉
館

待
機
園
児
問
題

九
重
復
興

プ
レ
ミ
ア
ム
旅
行
券

発
行

読
み
や
す
い

議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
、

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
７
月
21
日
、22
日
の
２
日
間
議

会
だ
よ
り
を
作
成
し
て
い
る
議
員

が
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
視
察
先
は
、長
崎
県
の
長
与
町

議
会
及
び
福
岡
県
の
太
刀
洗
町

議
会
、で
あ
り
両
町
の
議
会
だ
よ

り
は
、全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
表
彰
を

受
け
て
お
り
、読
ん
で
頂
け
る
紙

面
づ
く
り
を
目
的
に
研
修
し
ま
し

た
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、原
稿
作
成
、レ

イ
ア
ウ
ト
、写
真
撮
影
と
全
て
の

作
業
を
議
員
が
行
な
っ
て
い
ま
す

が
、苦
労
し
て
作
成
し
て
も
、読
者

が
読
み
た
く
な
る
紙
面
で
な
け
れ

ば
、な
り
ま
せ
ん
。

　
む
ず
か
し
い
こ
と
で
す
が
、今

回
の
研
修
で
、参
考
に
な
る
点
も

多
々
あ
り
ま
し
た
の
で
、よ
り
良
い

紙
面
づ
く
り
を
目
指
す
う
え
で
、

有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 大刀洗町の議会だより 長与町の議会だより

２回の臨時議会開催

歳入
　○ 公共土木施設災害復旧補助金の追加 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4,736万円

　　　○ 公共土木施設災害復旧事業費の追加 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2,700万円
　　　○ 財源不足に伴う基金繰入金追加 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3,000万円

歳出
　○ 九重町議会補欠選挙の実施に伴う必要経費の追加 ‥‥‥‥‥234万円

　　　○ ６月梅雨前線豪雨に伴う災害復旧工事の追加 ‥‥‥‥ 1億1,214万円
　　　○ 緑陽中学吹奏楽部南九州大会出場補助金の追加 ‥‥‥‥‥‥125万円

第４回臨時会（７月25日）

九重町一般会計補正予算（第３号）　1億1,538万円

歳入　○ 地方創生加速化交付金事業の追加 ‥‥ 6,284万円

歳出
　○ ドローンを活用した新たな情報発信事業

　　　　 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 333万円
　　　○ 平成28年熊本地震に伴う風評被害対策事業
　　　　 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4,974万円

第５回臨時会（８月19日）

九重町一般会計補正予算（第４号）　6,284万円
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9 8

平成27年度 各種会計決算を認定
　第３回定例会において、議長及び議選監査委員を除いた中から議員６名により決算審査特別委員会を
設置し、平成27年度一般会計及び特別会計の決算について、９月６日、７日、15日、16日の４日間
にわたり審査しました。審査に当っては、予算が、議決した趣旨と目的に従って、適正にまた効果的に執
行されているか審査しました。
　委員長が委員会での審査結果を本会議で報告し、報告どおり各種会計決算を認定しました。

決算認定にあたっての付帯意見

 収入未済について
　一般会計では、町税、使用料、負担金、諸収入等の収入未済額が１億8,831万7千円で、平成26
年度分より874万6千円増加していますが、収入率については、97.74％と改善されています。
　特別会計では、全体の収入率は98.30％と平成26年度分よりも改善されています。
　これらのことについては、担当課、職員が徴収率の向上のために大変な努力をされている成
果であることが認められます。収入未済額の多くは徴収困難なものであることは伺えますが、今
後も納税者等の不公平が生じないよう、また町の収入確保のために引き続き滞納整理対策の強
化に努めるべきであると考えます。

 不用額について
　不用額の多くは、予算の目的を達成しながら節約や工夫によって生じたものや、災害等に備え
てのものがほとんどですが、中には予算そのものの見積りが過大であるものや、公用車を使用し
た旅費のように全課を通してほとんどが不用額になっているものもあります。
　予算編成にあたっては、必要な予算を厳選して計上し、計上した予算は特別な理由がない限
り計画的に着実に執行することを要望します。
　また、年度途中で不用額になることが決まった場合は、できるだけ早期に減額補正を行い他の
目的に有効利用することを望みます。

 補助事業について
　補助金交付制度や補助事業については、広報紙で周知・公開していると思いますが、その
内容については知らない町民も多いように感じています。広報紙だけでなく、ケーブルテレビや
ホームページ等を活用し、周知を徹底するべきであると考えます。

 財政運営について
　今、定住人口は１万人を割込み、少子高齢化の流れの中で、「日本一の田舎づくり」をテー
マに掲げ、「九重町まち・ひと・しごと総合戦略」を策定しているわが町では、九重町に生まれ
たことに誇りを持ち、町民の一人ひとりがいきいきと安心して暮らせる住みよいまちづくりをしていく
必要があります。そのためには、年々増加している国民健康保険の医療費や介護保険の給付
費を抑えることが必要であり、生活習慣病等の病気にかからないための指導や要介護者をつくら
ない介護予防の取り組みを強化していくことや集団検診の受診率の向上とジェネリック医薬品の使
用促進が望まれます。

　なお、課ごとに、検討すべき点や改善点について、ヒアリングの中で一つ一つ指摘しましたので、
それらに適切に対応し、住民のために公平、公正、効果的に予算執行を求めます。

平成27年度 会計別決算額の状況

■財政力指数（３カ年平均）0.29
指数が「１」に近いほど財政力がある

■自主財源比率　　　 35.6％
■経常収支比率　　　 85.1％
この比率が低いほど財政構造に弾力
性がある。前年度は88.9％

■公債費比率　　　　　 4.0％
財政力に対する公債費（元利償還額）
の負担割合を示す。
本町の指標は13％であり、良好で
ある。

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

水 道 特 別 会 計

飯田高原診療所特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

合　　計

84億2,604万円

18億1,446万円

1億572万円

7,273万円

14億5,223万円

2,928万円

1億2,657万円

120億2,703万円

79億7,185万円

18億174万円

1億99万円

6,882万円

13億9,388万円

2,753万円

1億2,615万円

114億9,096万円

4億5,419万円

1,272万円

473万円

391万円

5,835万円

175万円

42万円

5億3,607万円

区 分

会 計
歳入総額
（Ａ）

歳出総額
（Ｂ）

歳入歳出
差引額

（Ｃ)(Ａ－Ｂ）

一般会計収入未済総額（滞納金）
普通会計に属する基金残高と
地方債残高の推移

町 税

分担金･負担金

使用料･手数料

財 産 収 入

諸 収 入

合　　計

9,000万円

152万円

1,814万円

474万円

6,516万円

1億7,957万円

9,657万円

118万円

2,124万円

449万円

6,483万円

1億8,832万円

657万円

△ 35万円

310万円

△ 25万円

△ 33万円

875万円

税　目 26年度末 27年度末 増 減 平成27年度末
　地方債（借金）残高  67億4千万円
　基金（貯金）   残高  69億5千万円
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70

基金残高（億円）
地方債残高（億円）

基金残高（億円）
地方債残高（億円）

※端数処理等の関係から、差引額及び合計額の数値については必ずしも一致しません。

※端数処理等の関係から、増減額及び合計額の数値については必ずしも一致しません。

H25
67.3
62.1

H26
68.3
63.5

H27
69.5
67.4

H22
57.4
56.4

H23
63.0
60.1

H24
65.4
64.0
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平成27年度 各種会計決算を認定
　第３回定例会において、議長及び議選監査委員を除いた中から議員６名により決算審査特別委員会を
設置し、平成27年度一般会計及び特別会計の決算について、９月６日、７日、15日、16日の４日間
にわたり審査しました。審査に当っては、予算が、議決した趣旨と目的に従って、適正にまた効果的に執
行されているか審査しました。
　委員長が委員会での審査結果を本会議で報告し、報告どおり各種会計決算を認定しました。

決算認定にあたっての付帯意見

 収入未済について
　一般会計では、町税、使用料、負担金、諸収入等の収入未済額が１億8,831万7千円で、平成26
年度分より874万6千円増加していますが、収入率については、97.74％と改善されています。
　特別会計では、全体の収入率は98.30％と平成26年度分よりも改善されています。
　これらのことについては、担当課、職員が徴収率の向上のために大変な努力をされている成
果であることが認められます。収入未済額の多くは徴収困難なものであることは伺えますが、今
後も納税者等の不公平が生じないよう、また町の収入確保のために引き続き滞納整理対策の強
化に努めるべきであると考えます。

 不用額について
　不用額の多くは、予算の目的を達成しながら節約や工夫によって生じたものや、災害等に備え
てのものがほとんどですが、中には予算そのものの見積りが過大であるものや、公用車を使用し
た旅費のように全課を通してほとんどが不用額になっているものもあります。
　予算編成にあたっては、必要な予算を厳選して計上し、計上した予算は特別な理由がない限
り計画的に着実に執行することを要望します。
　また、年度途中で不用額になることが決まった場合は、できるだけ早期に減額補正を行い他の
目的に有効利用することを望みます。

 補助事業について
　補助金交付制度や補助事業については、広報紙で周知・公開していると思いますが、その
内容については知らない町民も多いように感じています。広報紙だけでなく、ケーブルテレビや
ホームページ等を活用し、周知を徹底するべきであると考えます。

 財政運営について
　今、定住人口は１万人を割込み、少子高齢化の流れの中で、「日本一の田舎づくり」をテー
マに掲げ、「九重町まち・ひと・しごと総合戦略」を策定しているわが町では、九重町に生まれ
たことに誇りを持ち、町民の一人ひとりがいきいきと安心して暮らせる住みよいまちづくりをしていく
必要があります。そのためには、年々増加している国民健康保険の医療費や介護保険の給付
費を抑えることが必要であり、生活習慣病等の病気にかからないための指導や要介護者をつくら
ない介護予防の取り組みを強化していくことや集団検診の受診率の向上とジェネリック医薬品の使
用促進が望まれます。

　なお、課ごとに、検討すべき点や改善点について、ヒアリングの中で一つ一つ指摘しましたので、
それらに適切に対応し、住民のために公平、公正、効果的に予算執行を求めます。

平成27年度 会計別決算額の状況

■財政力指数（３カ年平均）0.29
指数が「１」に近いほど財政力がある

■自主財源比率　　　 35.6％
■経常収支比率　　　 85.1％
この比率が低いほど財政構造に弾力
性がある。前年度は88.9％

■公債費比率　　　　　 4.0％
財政力に対する公債費（元利償還額）
の負担割合を示す。
本町の指標は13％であり、良好で
ある。

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

水 道 特 別 会 計

飯田高原診療所特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

合　　計

84億2,604万円

18億1,446万円

1億572万円

7,273万円

14億5,223万円

2,928万円

1億2,657万円

120億2,703万円

79億7,185万円

18億174万円

1億99万円

6,882万円

13億9,388万円

2,753万円

1億2,615万円

114億9,096万円

4億5,419万円

1,272万円

473万円

391万円

5,835万円

175万円

42万円

5億3,607万円

区 分

会 計
歳入総額
（Ａ）

歳出総額
（Ｂ）

歳入歳出
差引額

（Ｃ)(Ａ－Ｂ）

一般会計収入未済総額（滞納金）
普通会計に属する基金残高と
地方債残高の推移

町 税

分担金･負担金

使用料･手数料

財 産 収 入

諸 収 入

合　　計

9,000万円

152万円

1,814万円

474万円

6,516万円

1億7,957万円

9,657万円

118万円

2,124万円

449万円

6,483万円

1億8,832万円

657万円

△ 35万円

310万円

△ 25万円

△ 33万円

875万円

税　目 26年度末 27年度末 増 減 平成27年度末
　地方債（借金）残高  67億4千万円
　基金（貯金）   残高  69億5千万円
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町
の
防
災
計
画
の
見
直

し
は
で
き
て
い
る
か
。

　
　
　
各
課
の
課
題
な
ど
検
証

し
、
職
員
の
初
動
体
制
確
立
や
被

害
情
報
の
共
有
化
に
つい
て
は
既
に

し
て
い
る
。
現
在
は
各
避
難
所
の

運
営
マニュア
ル
作
成
に
着
手
し
て

お
り
、
早
め
に
完
成
さ
せ
た
い
と

思
う
。

　
　
　
　
県
道
飯
田
高
原
中
村

線
で
は
、
斜
面
３
ヶ
所
が
崩
壊
、

現
場
は
紅
葉
の
名
所
に
近
い
。
復

旧
は
ど
う
なって
い
る
か
。

　
　
　
10
月
中
旬
を
め
ど
に
玖
珠

土
木
事
務
所
が
片
側
通
行
に
取

り
組
む
。
全
面
復
旧
の
め
ど
は
立
っ

て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
　
当
初
８
月
復
旧
予
定

で
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
なって
い

る
か
。

　
　
　
当
初
の
計
画
後
に
、
余
震

が
続
き
崩
壊
場
所
の
上
が
陥
没
し

た
た
め
、
調
査
が
遅
れ
来
年
５
月

に
通
水
見
込
み
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
　
職
員
定
数
に
つ
い
て
、

平
成
27
年
４
月
の
目
標
数
値
は
１

３
４
名
で
あ
り
、
こ
の
数
値
は
、

幼
稚
園
、
保
育
園
の
民
営
化
を
想

定
し
て
の
日
標
数
値
で
あ
っ
た
。

本
年
４
月
現
在
の
職
員
数
は
１
５

２
名
で
あ
り
、
こ
ど
も
園
の
民
営

化
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
　
　
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
地
方
分
権
改
革
の
提
案
と
し

て
、
内
閣
府
、
文
科
省
、
厚
生
省

に
要
請
し
て
い
る
。

　
　
　
　
今
夏
の
参
議
院
選
挙
で

10
代
の
投
票
率
が
九
重
町
は
県
下

で
最
も
低
い
結
果
で
あ
っ
た
。
小

中
学
生
の
発
達
段
階
に
即
し
た
教

育
の
方
法
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　
　
小
学
校
の
教
養
課
程

は
、
６
年
生
か
ら
憲
法
や
国
家
の

思
想
、
国
民
と
し
て
の
権
利
な
ど

に
触
れ
、
中
学
校
で
は
政
治
と
い

う
項
目
の
中
で
、
よ
り
深
く
具
体

的
に
民
主
政
治
と
社
会
参
加
に
つ

い
て
学
習
を
行
って
い
る
。

　
　
　
　
今
玖
珠
町
は
、
自
主

的
か
つ
積
極
的
な
取
り
組
み
を
即

す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
タ
ク

シ
ー
・
バ
ス
の
公
共
交
通
利
用
券

１
人
１
回
に
つ
き
２
０
０
円
を
負

担
、
年
間
40
回
ま
で
の
補
助
が
あ

る
が
、
九
重
町
で
も
こ
の
よ
う
な

支
援
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
今
年
度
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
を
策
定
し
、
財
政

的
な
負
担
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

大
津
留 

敏
加

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

参議院選挙の10代の投票率（%）

老
人
福
祉
の
向
上
は

市町村 18歳 19歳 10代
九 重 町
玖 珠 町
日 出 町
姫 島 村
大 分 市
別 府 市
中 津 市
日 田 市
佐 伯 市
臼 杵 市
津 久 市
竹 田 市
豊後高田市
杵 築 市
宇 佐 市
豊後大野市
由 布 市
国 東 市
県　計

39.13
36.20
51.10
44.44
47.60
47.55
47.85
42.53
44.80
51.77
72.73
43.26
45.15
52.86
46.49
50.48
50.77
55.92
47.75

26.88
32.43
47.49
25.00
37.46
37.88
35.69
30.88
28.04
46.08
54.11
29.76
38.58
33.77
38.43
42.98
44.44
32.75
37.17

32.97
34.20
49.34
35.29
42.56
42.57
42.56
37.00
37.42
49.24
63.32
36.71
41.94
44.23
42.59
46.55
47.60
43.48
42.58
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熊本・大分地震・豪雨の
　　防災計画見直しはできているか

計画見直しに着手している
5名の議員が質問

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
福
岡
方
面
、

海
外
で
は
韓
国
、
台
湾
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
は
北
九
州
や
久
留

米
方
面
、
海
外
で
は
ベ
ト
ナ
ム
、

タ
イ
等
の
富
裕
層
に
も
的
を
広
げ

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
環
境
整
備
受
け

入
れ
態
勢
を
考
え
、
観
光
協
会

と
調
査
し
町
内
の
業
者
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
九
重
町
は
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
日
本
一の
町
で
あ
り
な
が
ら
、

普
及
し
つ
つ
あ
る
電
気
自
動
車
の

充
電
施
設
が
全
く
無
い
。
他
に
先

が
け
て
町
内
観
光
施
設
や
ふ
る
さ

と
館
等
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
町
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

名
を
は
せ
て
お
り
、
設
置
場
所
の

問
題
も
あ
る
が
、
補
助
事
業
の

活
用
も
考
え
な
が
ら
、
つ
り
橋
な

ど
で
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
国
の
補
助
事
業
に
よ
る

ふっ
こ
う
割
ク
ー
ポ
ン
事
業
や
町
の

P
R
、お
客
様
に
、九
重
町
の
フ
ァ

ン
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、ア

ン
ケ
ー
ト
を
活
用
し
て
、お
か
み
の

研
修
を
行
って
は
ど
う
か
。

　
　
　
町
も
観
光
協
会
と
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
集
客
に
努

力
し
て
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観
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協
会
で
お
も

て
な
し
研
修
は
行
っ
て
い
る
が
、

先
進
地
の
研
修
も
考
え
て
い
き
た

い
。

　
　
　
４
月
の
地
震
に
よ
り
、
栗

原
地
区
の
被
害
対
策
で
植
え
た
ソ

バ
４
・
６
ha
、
耕
作
放
棄
地
の
問

題
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に
も
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が
、
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械
の
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入
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を
行
い
、
新
た
な
特
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の
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を
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は
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か
。
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の
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と
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、
４
・
６
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に
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後
高
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の
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で
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バ
を
植
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が
、
今
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は
被
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対
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と
し
て
の
契
約
栽
培

で
も
あ
り
、
今
後
の
作
付
け
状

況
を
見
て
、
一
定
の
作
付
け
が
あ

れ
ば
機
械
の
導
入
も
必
要
で
あ
ろ

う
と
考
え
る
。

観
光
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の
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と
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て
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か
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葉
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　三
治

急げ観光と特産品の開発を
状況を見て取り組みたい

県道飯田高原中村線

災害対策で植えたそば（4.6ha）



　
　
　
　
町
の
防
災
計
画
の
見
直

し
は
で
き
て
い
る
か
。

　
　
　
各
課
の
課
題
な
ど
検
証

し
、
職
員
の
初
動
体
制
確
立
や
被

害
情
報
の
共
有
化
に
つい
て
は
既
に

し
て
い
る
。
現
在
は
各
避
難
所
の

運
営
マニュア
ル
作
成
に
着
手
し
て

お
り
、
早
め
に
完
成
さ
せ
た
い
と

思
う
。

　
　
　
　
県
道
飯
田
高
原
中
村

線
で
は
、
斜
面
３
ヶ
所
が
崩
壊
、

現
場
は
紅
葉
の
名
所
に
近
い
。
復

旧
は
ど
う
なって
い
る
か
。

　
　
　
10
月
中
旬
を
め
ど
に
玖
珠

土
木
事
務
所
が
片
側
通
行
に
取

り
組
む
。
全
面
復
旧
の
め
ど
は
立
っ

て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
　
当
初
８
月
復
旧
予
定

で
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
なって
い

る
か
。

　
　
　
当
初
の
計
画
後
に
、
余
震

が
続
き
崩
壊
場
所
の
上
が
陥
没
し

た
た
め
、
調
査
が
遅
れ
来
年
５
月

に
通
水
見
込
み
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
　
職
員
定
数
に
つ
い
て
、

平
成
27
年
４
月
の
目
標
数
値
は
１

３
４
名
で
あ
り
、
こ
の
数
値
は
、

幼
稚
園
、
保
育
園
の
民
営
化
を
想

定
し
て
の
日
標
数
値
で
あ
っ
た
。

本
年
４
月
現
在
の
職
員
数
は
１
５

２
名
で
あ
り
、
こ
ど
も
園
の
民
営

化
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
　
　
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
地
方
分
権
改
革
の
提
案
と
し

て
、
内
閣
府
、
文
科
省
、
厚
生
省

に
要
請
し
て
い
る
。

　
　
　
　
今
夏
の
参
議
院
選
挙
で

10
代
の
投
票
率
が
九
重
町
は
県
下

で
最
も
低
い
結
果
で
あ
っ
た
。
小

中
学
生
の
発
達
段
階
に
即
し
た
教

育
の
方
法
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　
　
小
学
校
の
教
養
課
程

は
、
６
年
生
か
ら
憲
法
や
国
家
の

思
想
、
国
民
と
し
て
の
権
利
な
ど

に
触
れ
、
中
学
校
で
は
政
治
と
い

う
項
目
の
中
で
、
よ
り
深
く
具
体

的
に
民
主
政
治
と
社
会
参
加
に
つ

い
て
学
習
を
行
って
い
る
。

　
　
　
　
今
玖
珠
町
は
、
自
主

的
か
つ
積
極
的
な
取
り
組
み
を
即

す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
タ
ク

シ
ー
・
バ
ス
の
公
共
交
通
利
用
券

１
人
１
回
に
つ
き
２
０
０
円
を
負

担
、
年
間
40
回
ま
で
の
補
助
が
あ

る
が
、
九
重
町
で
も
こ
の
よ
う
な

支
援
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
今
年
度
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
を
策
定
し
、
財
政

的
な
負
担
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

大
津
留 

敏
加

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

参議院選挙の10代の投票率（%）

老
人
福
祉
の
向
上
は

市町村 18歳 19歳 10代
九 重 町
玖 珠 町
日 出 町
姫 島 村
大 分 市
別 府 市
中 津 市
日 田 市
佐 伯 市
臼 杵 市
津 久 市
竹 田 市
豊後高田市
杵 築 市
宇 佐 市
豊後大野市
由 布 市
国 東 市
県　計

39.13
36.20
51.10
44.44
47.60
47.55
47.85
42.53
44.80
51.77
72.73
43.26
45.15
52.86
46.49
50.48
50.77
55.92
47.75

26.88
32.43
47.49
25.00
37.46
37.88
35.69
30.88
28.04
46.08
54.11
29.76
38.58
33.77
38.43
42.98
44.44
32.75
37.17

32.97
34.20
49.34
35.29
42.56
42.57
42.56
37.00
37.42
49.24
63.32
36.71
41.94
44.23
42.59
46.55
47.60
43.48
42.58
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熊本・大分地震・豪雨の
　　防災計画見直しはできているか

計画見直しに着手している
5名の議員が質問

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
福
岡
方
面
、

海
外
で
は
韓
国
、
台
湾
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
は
北
九
州
や
久
留

米
方
面
、
海
外
で
は
ベ
ト
ナ
ム
、

タ
イ
等
の
富
裕
層
に
も
的
を
広
げ

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
環
境
整
備
受
け

入
れ
態
勢
を
考
え
、
観
光
協
会

と
調
査
し
町
内
の
業
者
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
九
重
町
は
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
日
本
一の
町
で
あ
り
な
が
ら
、

普
及
し
つ
つ
あ
る
電
気
自
動
車
の

充
電
施
設
が
全
く
無
い
。
他
に
先

が
け
て
町
内
観
光
施
設
や
ふ
る
さ

と
館
等
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
町
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

名
を
は
せ
て
お
り
、
設
置
場
所
の

問
題
も
あ
る
が
、
補
助
事
業
の

活
用
も
考
え
な
が
ら
、
つ
り
橋
な

ど
で
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
国
の
補
助
事
業
に
よ
る

ふっ
こ
う
割
ク
ー
ポ
ン
事
業
や
町
の

P
R
、お
客
様
に
、九
重
町
の
フ
ァ

ン
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、ア

ン
ケ
ー
ト
を
活
用
し
て
、お
か
み
の

研
修
を
行
って
は
ど
う
か
。

　
　
　
町
も
観
光
協
会
と
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
集
客
に
努

力
し
て
い
る
。
観
光
協
会
で
お
も

て
な
し
研
修
は
行
っ
て
い
る
が
、

先
進
地
の
研
修
も
考
え
て
い
き
た

い
。

　
　
　
４
月
の
地
震
に
よ
り
、
栗

原
地
区
の
被
害
対
策
で
植
え
た
ソ

バ
４
・
６
ha
、
耕
作
放
棄
地
の
問

題
解
消
に
も
町
が
、
機
械
の
導
入

支
援
を
行
い
、
新
た
な
特
産
品
の

開
発
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
栗
原
地
区
の
水
田
８
ha
が

水
路
の
被
害
で
作
付
不
能
と
な

り
、
４
・
６
ha
に
豊
後
高
田
市
の

協
力
で
ソ
バ
を
植
え
た
が
、
今
年

は
被
害
対
策
と
し
て
の
契
約
栽
培

で
も
あ
り
、
今
後
の
作
付
け
状

況
を
見
て
、
一
定
の
作
付
け
が
あ

れ
ば
機
械
の
導
入
も
必
要
で
あ
ろ

う
と
考
え
る
。

観
光
客
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

も
っ
と
広
げ
て
は
ど
う
か

町
内
観
光
地
に

電
気
充
電
施
設
設
置
を

被
害
対
策
で

作
付
け
し
た
ソ
バ
で

町
の
特
産
品
開
発
を

藤
原

飯
田
地
区
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン

に
間
に
合
う
か

大
津
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自
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推
進
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の

進
捗
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は
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の
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と
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者
教
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は
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大
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長

九
州
電
力
発
電
用
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路
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画
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に
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や
ア
ン
ケ
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ト
の
活
用
を

藤
原

町
長

外国人を乗せたバスと設置が求められる充電施設

藤
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　三
治

急げ観光と特産品の開発を
状況を見て取り組みたい

県道飯田高原中村線

災害対策で植えたそば（4.6ha）



　
　
　
七
月
の
四
地
区
説
明
会

で
住
民
の
声
を
受
け
て
検
討
し

た
こ
と
は
。

　
　
　
皆
さ
ん
か
ら
、
具
体
的

会
社
の
規
模
、
職
員
数
、
収
支

計
画
、
町
が
１
０
０
％
出
資
す

る
の
で
赤
字
は
許
さ
れ
な
い
、

一
方
的
に
見
切
り
発
車
す
る
の

で
は
な
く
て
十
分
議
論
を
す
る

機
会
を
持
つ
よ
う
に
等
の
意
見

を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
を
受
け

て
９
月
１
日
に
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
の
本
部
会
議
に
投
げ
か

け
、
今
月
16
日
に
再
度
会
議
開

催
、
そ
の
後
議
会
と
協
議
し
な

が
ら
一
定
の
合
意
が
得
ら
れ
れ

ば
再
度
住
民
説
明
会
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

　
　
　
多
く
の
住
民
か
ら
、
会

社
を
作
っ
た
時
と
作
ら
な
か
っ

た
時
の
良
し
悪
し
や
コ
ス
ト
の

見
積
も
り
な
ど
示
し
て
ほ
し
い

と
声
が
上
が
っ
た
が
、
そ
の
数

字
は
出
て
い
る
か
。

　
　
　
定
款
も
含
め
、
16
日
以

降
、
で
き
る
だ
け
出
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
住
民
説
明
会
時
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
11
月
上
旬
に

会
社
の
設
立
登
記
と
会
社
経
営

者
公
募
、
１
月
上
旬
に
経
営
者

決
定
、
下
旬
社
員
募
集
、
２
月

下
旬
に
社
員
採
用
で
四
月
業
務

開
始
。
こ
の
短
い
期
間
で
こ
れ

か
ら
町
の
将
来
を
背
負
う
会
社

の
体
制
や
職
員
を
決
め
る
の
は

無
理
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
総

合
的
に
計
画
を
じ
っ
く
り
練
っ

て
か
ら
す
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
何
が
何
で
も
四
月
開
始

と
一
方
的
に
押
し
切
っ
て
い
く

わ
け
で
は
な
い
。
十
分
に
住
民

の
同
意
を
得
て
か
ら
の
事
業
展

開
と
な
る
。

　
　
　
こ
の
一
年
間
の
活
動
状

況
や
今
後
の
構
想
は
。

　
　
　
空
き
家
紹
介
を
基
本
的

業
務
と
し
な
が
ら
様
々
な
活
動

に
参
加
し
て
い
る
。
現
在
一
人

は
野
倉
で
耕
作
放
棄
地
の
対
策

を
や
っ
て
お
り
、
も
う
一
人
は

定
住
し
て
将
来
飲
食
業
を
開
店

し
た
い
と
希
望
し
て
い
る
。

　
今
後
、
野
上
や
南
山
田
地
区
の

協
議
会
か
ら
要
望
も
出
て
お
り
、

11
月
に
再
度
各
地
区
協
議
会
を

訪
問
し
て
、
地
域
に
ど
う
い
う
課

題
が
あ
っ
て
ど
う
活
用
す
る
の
か

明
確
に
し
な
が
ら
、
必
要
な
所
に

配
置
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
協
力
隊
は
一
般
臨
時
職

員
と
違
う
。
地
域
課
題
解
決
の

た
め
に
グ
ル
ー
プ
と
し
て
動
き

や
す
い
体
制
を
作
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

　
　
　
勤
務
形
態
や
活
動
拠
点

等
整
え
な
が
ら
、
よ
り
良
い
協

力
隊
の
活
動
並
び
に
募
集
が
で

き
る
よ
う
来
年
度
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
九
重
町
の
教
育
行
政
に
お

け
る
今
後
の
具
体
的
な
カ
ギ
は
。

　
　
　
　
小
中
を
つ
な
ぐ
「
こ

こ
の
え
学
」
の
取
り
組
み
、
社

会
教
育
も
含
め
て
、
広
く
住
民

と
の
合
意
形
成
を
続
け
て
い
く

こ
と
。
連
携
と
協
働
が
重
要
な

カ
ギ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

増
田

　裕
子

地
域
お
こ
し
協
力
隊

受
け
入
れ
る
体
制
を
整
え
て
、

有
効
な
活
動
と

人
材
の
募
集
を
！

畜
産
農
家
の
減
少

対
策
は

椎
茸
農
家
も
高
齢
化
で

生
産
者
が
減
少

対
応
は

地
元
高
校
、

存
続
す
る
た
め
の

取
り
組
み
は

教
育
行
政
の
カ
ギ
は
？

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長
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こ
こ
数
年
子
牛
価
格
は

非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
畜
産
農
家
は
毎

年
約
10
戸
減
少
し
て
い
る
。

　
高
齢
化
で
市
場
出
荷
時
に
子

牛
運
搬
や
堆
肥
処
理
、
飼
料
作

物
の
収
穫
運
搬
作
業
の
重
労
働

を
伴
う
こ
と
や
、
後
継
者
が
い

て
畜
産
を
行
な
っ
て
い
る
人
で

も
、
病
気
や
冠
婚
葬
祭
の
時
で

も
毎
日
の
仕
事
は
休
め
ず
、
家

族
で
の
旅
行
も
で
き
な
い
な

ど
、
生
き
物
を
飼
う
と
い
う
事

は
非
常
に
厳
し
い
面
が
あ
る
。

　
今
畜
産
農
家
に
一
番
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
「
ヘ
ル
パ
ー
制

度
」
だ
と
思
う
。
行
政
で
で
き

る
対
応
は
。

　
　
　
畜
産
農
家
の
減
少
対
策

と
し
て
、
自
給
粗
飼
料
確
保
の

た
め
牧
草
種
子
購
入
費
に
対
す

る
補
助
金
や
、
雌
牛
の
自
家
保

留
に
係
る
補
助
金
の
事
業
を
行

な
っ
て
き
た
が
、
３
月
に
繁
殖

農
家
に
向
け
て
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
も
、
肉
用
牛
ヘ
ル

パ
ー
事
業
に
つ
い
て
の
期
待
感

が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

　
将
来
に
わ
た
り
肉
用
牛
生
産

を
支
え
、
生
産
基
盤
を
図
る
手

段
と
し
て
、
現
在
J
A
飯
田
管

内
で
行
な
わ
れ
て
い
る
ヘ
ル

パ
ー
制
度
は
あ
る
が
、
今
後
町

内
全
域
に
わ
た
る
肉
用
牛
ヘ
ル

パ
ー
制
度
の
体
制
確
立
に
向
け

て
、
雇
用
方
法
や
稼
働
率
を
含

め
、
関
係
機
関
と
検
討
を
行
っ

て
い
く
。

　
　
　
干
椎
茸
の
価
格
も
昨
年

か
ら
急
激
に
高
く
な
っ
た
が
、

生
産
者
が
年
々
減
少
し
て
い
る
。

大
分
県
椎
茸
農
協
の
組
合
員
の

平
均
年
齢
が
73
歳
、
日
田
玖
珠

が
県
下
で
一
番
若
く
て
71
歳
で

あ
る
。
全
国
の
乾
椎
茸
の
生
産

量
の
４
割
以
上
を
生
産
し
て
い

る
大
分
県
、
生
産
者
の
高
齢
化

等
で
の
労
力
不
足
が
一
番
の
課

題
で
あ
る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
等
の
取
り
組
み
は
で
き

な
い
か
。

　
　
　
原
木
椎
茸
を
中
心
に
、

重
労
働
、
高
齢
化
で
年
間
10
戸

程
度
が
減
少
し
て
い
る
。
椎
茸

の
産
地
を
守
る
意
味
で
、
町
で

今
年
か
ら
「
椎
茸
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
ス
ク
ー
ル
」
を
立
ち
あ
げ
、

町
内
の
生
産
者
の
元
で
研
修
を

行
な
い
将
来
町
内
で
椎
茸
生
産

を
始
め
た
い
人
の
募
集
を
し
て

い
る
。

　
労
力
不
足
の
点
に
つ
い
て

は
、
広
域
的
に
関
係
機
関
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
高
校
再
編
に
よ
り
玖
珠

郡
に
１
校
と
な
っ
た
美
山
高
校

１
６
０
名
の
定
員
に
対
し
て
初

年
度
は
１
２
３
人
、
今
年
は
１

１
８
人
の
生
徒
し
か
集
ま
ら
な

い
。
地
元
高
校
を
存
続
さ
せ
る

た
め
の
取
り
組
み
は
？

　
　
　
　
両
町
の
町
長
会
を
中

心
に
高
校
支
援
協
議
会
を
立
ち

上
げ
て
玖
珠
が
６
０
０
万
円
、
九

重
が
４
０
０
万
円
を
出
し
高
校
の

魅
力
づ
く
り
の
た
め
資
金
を
作
っ

た
が
、
１
年
目
は
有
効
に
使
え
ず

成
果
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
年

は
、
美
山
グ
ロ
ー
カ
ル
プ
ロ
ジェク
ト

を
組
織
し
て
高
校
も
本
気
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
な
の
で
３

年
位
は
様
子
を
見
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

※

グ
ロ
ー
カ
ル
と
は…

地
球
規
模
の
視
野

で
考
え
、地
域
視
点
で
行
動
す
る
事

佐
藤

佐
藤

佐
藤
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　博
美

見事に育って出品された郡品評会の和牛

南九州大会で銀賞に輝いた美山高校吹奏楽部

畜産農家の減少 どう食い止めるか
肉用牛ヘルパー制度導入を関係機関と検討

町100％出資株式会社について
計画を一年延期して、もっとじっくり
計画を練り直してみてはどうか
何が何でも来年４月と一方的に押し切っていくわけではない

町
長

耕作放棄地に挑戦する協力隊員



　
　
　
七
月
の
四
地
区
説
明
会

で
住
民
の
声
を
受
け
て
検
討
し

た
こ
と
は
。

　
　
　
皆
さ
ん
か
ら
、
具
体
的

会
社
の
規
模
、
職
員
数
、
収
支

計
画
、
町
が
１
０
０
％
出
資
す

る
の
で
赤
字
は
許
さ
れ
な
い
、

一
方
的
に
見
切
り
発
車
す
る
の

で
は
な
く
て
十
分
議
論
を
す
る

機
会
を
持
つ
よ
う
に
等
の
意
見

を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
を
受
け

て
９
月
１
日
に
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
の
本
部
会
議
に
投
げ
か

け
、
今
月
16
日
に
再
度
会
議
開

催
、
そ
の
後
議
会
と
協
議
し
な

が
ら
一
定
の
合
意
が
得
ら
れ
れ

ば
再
度
住
民
説
明
会
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

　
　
　
多
く
の
住
民
か
ら
、
会

社
を
作
っ
た
時
と
作
ら
な
か
っ

た
時
の
良
し
悪
し
や
コ
ス
ト
の

見
積
も
り
な
ど
示
し
て
ほ
し
い

と
声
が
上
が
っ
た
が
、
そ
の
数

字
は
出
て
い
る
か
。

　
　
　
定
款
も
含
め
、
16
日
以

降
、
で
き
る
だ
け
出
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
住
民
説
明
会
時
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
11
月
上
旬
に

会
社
の
設
立
登
記
と
会
社
経
営

者
公
募
、
１
月
上
旬
に
経
営
者

決
定
、
下
旬
社
員
募
集
、
２
月

下
旬
に
社
員
採
用
で
四
月
業
務

開
始
。
こ
の
短
い
期
間
で
こ
れ

か
ら
町
の
将
来
を
背
負
う
会
社

の
体
制
や
職
員
を
決
め
る
の
は

無
理
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
総

合
的
に
計
画
を
じ
っ
く
り
練
っ

て
か
ら
す
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
何
が
何
で
も
四
月
開
始

と
一
方
的
に
押
し
切
っ
て
い
く

わ
け
で
は
な
い
。
十
分
に
住
民

の
同
意
を
得
て
か
ら
の
事
業
展

開
と
な
る
。

　
　
　
こ
の
一
年
間
の
活
動
状

況
や
今
後
の
構
想
は
。

　
　
　
空
き
家
紹
介
を
基
本
的

業
務
と
し
な
が
ら
様
々
な
活
動

に
参
加
し
て
い
る
。
現
在
一
人

は
野
倉
で
耕
作
放
棄
地
の
対
策

を
や
っ
て
お
り
、
も
う
一
人
は

定
住
し
て
将
来
飲
食
業
を
開
店

し
た
い
と
希
望
し
て
い
る
。

　
今
後
、
野
上
や
南
山
田
地
区
の

協
議
会
か
ら
要
望
も
出
て
お
り
、

11
月
に
再
度
各
地
区
協
議
会
を

訪
問
し
て
、
地
域
に
ど
う
い
う
課

題
が
あ
っ
て
ど
う
活
用
す
る
の
か

明
確
に
し
な
が
ら
、
必
要
な
所
に

配
置
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
協
力
隊
は
一
般
臨
時
職

員
と
違
う
。
地
域
課
題
解
決
の

た
め
に
グ
ル
ー
プ
と
し
て
動
き

や
す
い
体
制
を
作
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

　
　
　
勤
務
形
態
や
活
動
拠
点

等
整
え
な
が
ら
、
よ
り
良
い
協

力
隊
の
活
動
並
び
に
募
集
が
で

き
る
よ
う
来
年
度
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
九
重
町
の
教
育
行
政
に
お

け
る
今
後
の
具
体
的
な
カ
ギ
は
。

　
　
　
　
小
中
を
つ
な
ぐ
「
こ

こ
の
え
学
」
の
取
り
組
み
、
社

会
教
育
も
含
め
て
、
広
く
住
民

と
の
合
意
形
成
を
続
け
て
い
く

こ
と
。
連
携
と
協
働
が
重
要
な

カ
ギ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

増
田

　裕
子

地
域
お
こ
し
協
力
隊

受
け
入
れ
る
体
制
を
整
え
て
、

有
効
な
活
動
と

人
材
の
募
集
を
！

畜
産
農
家
の
減
少

対
策
は

椎
茸
農
家
も
高
齢
化
で

生
産
者
が
減
少

対
応
は

地
元
高
校
、

存
続
す
る
た
め
の

取
り
組
み
は

教
育
行
政
の
カ
ギ
は
？

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長
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こ
こ
数
年
子
牛
価
格
は

非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
畜
産
農
家
は
毎

年
約
10
戸
減
少
し
て
い
る
。

　
高
齢
化
で
市
場
出
荷
時
に
子

牛
運
搬
や
堆
肥
処
理
、
飼
料
作

物
の
収
穫
運
搬
作
業
の
重
労
働

を
伴
う
こ
と
や
、
後
継
者
が
い

て
畜
産
を
行
な
っ
て
い
る
人
で

も
、
病
気
や
冠
婚
葬
祭
の
時
で

も
毎
日
の
仕
事
は
休
め
ず
、
家

族
で
の
旅
行
も
で
き
な
い
な

ど
、
生
き
物
を
飼
う
と
い
う
事

は
非
常
に
厳
し
い
面
が
あ
る
。

　
今
畜
産
農
家
に
一
番
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
「
ヘ
ル
パ
ー
制

度
」
だ
と
思
う
。
行
政
で
で
き

る
対
応
は
。

　
　
　
畜
産
農
家
の
減
少
対
策

と
し
て
、
自
給
粗
飼
料
確
保
の

た
め
牧
草
種
子
購
入
費
に
対
す

る
補
助
金
や
、
雌
牛
の
自
家
保

留
に
係
る
補
助
金
の
事
業
を
行

な
っ
て
き
た
が
、
３
月
に
繁
殖

農
家
に
向
け
て
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
も
、
肉
用
牛
ヘ
ル

パ
ー
事
業
に
つ
い
て
の
期
待
感

が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

　
将
来
に
わ
た
り
肉
用
牛
生
産

を
支
え
、
生
産
基
盤
を
図
る
手

段
と
し
て
、
現
在
J
A
飯
田
管

内
で
行
な
わ
れ
て
い
る
ヘ
ル

パ
ー
制
度
は
あ
る
が
、
今
後
町

内
全
域
に
わ
た
る
肉
用
牛
ヘ
ル

パ
ー
制
度
の
体
制
確
立
に
向
け

て
、
雇
用
方
法
や
稼
働
率
を
含

め
、
関
係
機
関
と
検
討
を
行
っ

て
い
く
。

　
　
　
干
椎
茸
の
価
格
も
昨
年

か
ら
急
激
に
高
く
な
っ
た
が
、

生
産
者
が
年
々
減
少
し
て
い
る
。

大
分
県
椎
茸
農
協
の
組
合
員
の

平
均
年
齢
が
73
歳
、
日
田
玖
珠

が
県
下
で
一
番
若
く
て
71
歳
で

あ
る
。
全
国
の
乾
椎
茸
の
生
産

量
の
４
割
以
上
を
生
産
し
て
い

る
大
分
県
、
生
産
者
の
高
齢
化

等
で
の
労
力
不
足
が
一
番
の
課

題
で
あ
る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
等
の
取
り
組
み
は
で
き

な
い
か
。

　
　
　
原
木
椎
茸
を
中
心
に
、

重
労
働
、
高
齢
化
で
年
間
10
戸

程
度
が
減
少
し
て
い
る
。
椎
茸

の
産
地
を
守
る
意
味
で
、
町
で

今
年
か
ら
「
椎
茸
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
ス
ク
ー
ル
」
を
立
ち
あ
げ
、

町
内
の
生
産
者
の
元
で
研
修
を

行
な
い
将
来
町
内
で
椎
茸
生
産

を
始
め
た
い
人
の
募
集
を
し
て

い
る
。

　
労
力
不
足
の
点
に
つ
い
て

は
、
広
域
的
に
関
係
機
関
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
高
校
再
編
に
よ
り
玖
珠

郡
に
１
校
と
な
っ
た
美
山
高
校

１
６
０
名
の
定
員
に
対
し
て
初

年
度
は
１
２
３
人
、
今
年
は
１

１
８
人
の
生
徒
し
か
集
ま
ら
な

い
。
地
元
高
校
を
存
続
さ
せ
る

た
め
の
取
り
組
み
は
？

　
　
　
　
両
町
の
町
長
会
を
中

心
に
高
校
支
援
協
議
会
を
立
ち

上
げ
て
玖
珠
が
６
０
０
万
円
、
九

重
が
４
０
０
万
円
を
出
し
高
校
の

魅
力
づ
く
り
の
た
め
資
金
を
作
っ

た
が
、
１
年
目
は
有
効
に
使
え
ず

成
果
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
年

は
、
美
山
グ
ロ
ー
カ
ル
プ
ロ
ジェク
ト

を
組
織
し
て
高
校
も
本
気
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
な
の
で
３

年
位
は
様
子
を
見
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

※

グ
ロ
ー
カ
ル
と
は…

地
球
規
模
の
視
野

で
考
え
、地
域
視
点
で
行
動
す
る
事
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南九州大会で銀賞に輝いた美山高校吹奏楽部

畜産農家の減少 どう食い止めるか
肉用牛ヘルパー制度導入を関係機関と検討

町100％出資株式会社について
計画を一年延期して、もっとじっくり
計画を練り直してみてはどうか
何が何でも来年４月と一方的に押し切っていくわけではない

町
長

耕作放棄地に挑戦する協力隊員



ふ
る
さ
と
納
税

伍
代
の
跡
地
利
用
は

温
泉
館
の
今
後
と

プ
ー
ル
計
画
は
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ふ
る
さ
と
納
税
は
返
礼

を
充
実
さ
せ
た
自
治
体
に
、
寄

付
が
集
ま
る
傾
向
に
あ
る
。
取

り
組
み
と
方
向
性
は
。

　
　
　
税
の
各
町
村
間
の
配
分

は
、
制
度
的
に
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

ま
た
町
と
し
て
返
礼
す
る
以
上

は
信
用
性
の
問
題
が
あ
る
の

で
、
返
礼
品
に
販
売
実
績
を
設

定
し
た
。
今
ま
で
販
売
も
何
も

し
て
な
か
っ
た
も
の
を
返
礼
品

と
し
て
返
す
の
は
、
い
か
が
な

も
の
か
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
　
　
伍
代
の
取
り
壊
し
た
跡

地
利
用
と
、
今
後
の
取
り
組
み

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
前
の
店
頭
部
分
に
つ
い

て
は
取
り
壊
し
た
。
そ
こ
に
１

階
店
舗
、
２
階
事
務
所
を
建
設

と
考
え
て
い
た
が
、
駐
車
場
と

し
て
残
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

意
見
も
あ
り
、
再
度
協
議
し
て

い
る
。

　
　
　
町
有
施
設
の
跡
地
の
建

物
は
解
体
と
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の
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べ
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。

　
　
　
町
有
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設
整
備
計
画
に
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き
、
今
後
説
明
し
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
得
な
が
ら
、
協
議
を

し
て
い
く
形
に
な
る
。

　
　
　
中
学
校
の
授
業
と
部
活

動
に
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る
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の
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あ
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は
ど
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い
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要
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に
、
適
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場
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が
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に
は
、
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を
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わ
な
い
こ
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が
出
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と
記
載

が
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。
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ー
ル
の
今
後
の
計
画

と
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て
は
、
つ
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る
の
か
つ
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ら
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い
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。
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の
健
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増
進
に
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と
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で
、
町
民
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ル

と
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て
の
有
効
活
用
を
図
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と

い
う
こ
と
で
、
計
画
し
た
け
ど

も
東
日
本
大
震
災
等
で
建
設
物

価
等
が
高
騰
し
、
31
年
度
以
降

と
い
う
こ
と
で
、
実
際
の
建
築

年
次
を
明
確
に
し
た
計
画
に
は

な
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
温
泉
館
を
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計
画
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が
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な
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で

あ
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、
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泉
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、
プ
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と
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う

話
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く
の
間
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で
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　太
治

ふるさと納税について
地域産業振興の面から返礼率を増やして取り組む

充実したふるさと納税返礼品

　
45
年
ぶ
り
に
帰
郷
し
、
親
父
の
残

し
た
田
を
眺
め
な
が
ら
、
定
年
後
は

ペ
ン
を
ク
ワ
に
持
ち
替
え
る
決
意
を
固

め
ま
し
た
。

　
何
も
わ
か
ら
な
い
中
、
土
づ
く
り

に
苦
労
し
、
講
習
会
に
も
参
加
し
、

毎
日
の
畑
仕
事
に
汗
す
る
中
で
、
九

重
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
年
末
特
別
番
組

の
出
演
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

時
発
し
た
言
葉
が
、『
も
の
づ
く
り
に

挑
戦
』
で
し
た
。
今
思
え
ば
、
よ
く

言
え
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
（
笑
）

　
こ
の
も
の
づ
く
り
が
、
自
然
を
相

手
に
こ
れ
程
大
変
で
難
し
い
も
の

か
と
、
日
々
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
会
社
勤
め
の
中
で
学
ん
だ
精

神
、
経
験
、
更
に
は
持
ち
前
の
反
骨

心
で
取
り
組
み
、
愛
情
を
か
け
た
分

だ
け
応
え
て
く
れ
る〝
自
然
の
恵
み
〞

に
楽
し
く
な
り
つつ
あ
り
ま
す
。

　
周
り
一
面
田
ん
ぼ
の
中
で
県
道
下

の
私
の
畑
は
、
道
行
く
人
の
注
目
の

的
、
お
か
し
な
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
当
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
地
域
に

は
長
い
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
人
脈
づ
く

り
を
考
え
る
折
に
、
い
ろ
い
ろ
地
域
活

動
を
し
て
い
る
方
か
ら
誘
わ
れ
る
ま

ま
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
今
で
は
友
人
も
増
え
有
り

難
く
思
い
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
も
の
づ
く
り
を
生
き
甲
斐
と

し
、
日
々
挑
戦
し
て
参
り
ま
す
。

も
の
作
り
に

挑
戦
し
て
い
ま
す

丸
　
塚

寺
元
　
新
八
さ
ん

わたしのひとこと

　
働
く
場
所
が
な
い
。
住
む
と
こ
ろ

が
無
い
。
そ
ん
な
声
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
。

　
九
重
町
の
人
口
ビ
ジ
ョン
を
見
る
と

２
０
４
０
年
に
は
６
、
５
０
０
人
を
割

り
込
み
、
65
歳
以
上
が
47
％
と
い
う

超
高
齢
化
に
な
る
と
い
う
統
計
を
見

ま
し
た
。

　
20
年
先
、
自
分
の
子
供
達
だ
け
で

は
な
く
今
の
町
内
の
子
供
達
が
帰
って

来
て
働
く
場
所
が
あ
り
、
安
心
し
て

住
め
る
よ
う
な
地
域
を
作
る
に
は
、

個
人
や
個
々
の
事
業
所
の
努
力
だ
け

で
ど
う
に
か
出
来
る
問
題
で
は
な
く

な
り
ま
し
た
。
今
現
在
町
に
は
６
５

５
の
事
業
所
が
あ
り
、
４
、
４
０
０

人
が
働
い
て
い
ま
す
。
同
業
者
同
士

が
連
携
を
し
て
雇
用
を
し
た
り
異
業

種
と
交
流
を
し
て
極
力
手
間
や
人
手

を
省
く
よ
う
に
や
っ
て
い
く
こ
と
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
私
自
身
、

九
重
町
商
工
会
青
年
部
に
加
盟
し
て

20
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
４
年
前
よ
り

始
め
た
婚
活
事
業
も
一
定
の
成
果
が

上
が
っ
て
お
り
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
明
る
い
話
題
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
声
を
掛
け
合
い
、
み

ん
な
が
笑
っ
て
過
ご
せ
る
よ
う
な
九
重

町
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
皆
様
イ
ベン
ト
の
際
は
ご
協
力
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

宝
泉
寺

松
平
　
努
さ
ん

子
供
の
未
来
に
つい
て

今日も畑に生きがいを感じて！

いつまでも守りたい農村風景

解体された伍代の跡地

温泉館
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４
年
に
一
度
の
熱
い
戦
い
、
ブ
ラ

ジ
ル
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
。
全
世
界
の
人
が
不
安
を

い
だ
い
た
大
会
で
し
た
が
見
事
に
成

功
で
し
た
。
梅
木
真
美
選
手
、
町
か

ら
２
人
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の

誕
生
。
次
回
の
東
京
大
会
に
も
出
場

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
県
体
の
議
員
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
も
初

め
て
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
雨
の

た
め
に
初
日
に
準
決
勝
ま
で
勝
ち
進

ん
だ
４
チ
ー
ム
と
も
優
勝
で
し
た

（
運
も
実
力
）。
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界

は
い
つ
も
結
果
が
注
目
さ
れ
、
選
手

の
活
躍
の
源
で
あ
る
食
材
に
は
あ
ま

り
関
心
が
示
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
食
材

の
調
達
基
準
が
あ
る
ら
し
い
で
す
。

た
ぶ
ん
有
機
農
産
物
や
お
い
し
い
食

材
が
基
準
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

何
か
の
か
た
ち
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
で
き

た
ら
い
い
で
す
ね
。
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次回は12月です傍聴へどうぞ

発行／九重町議会
編集／議会広報特別委員会
平成２8年10月１7日
〒８７９－４８９５ 大分県玖珠郡九重町大字後野上８番地の１
☎ ０９７３－７６－３８１４・FAX ０９７３－７６－３８０９
メールアドレス（議会事務局）gikai@town.kokonoe.lg.jp

議会だより

ここのえ
議会だよりについてご意見をお聞かせください。【議会事務局：76－3814】
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東飯田小学校
運動会

野上 ・鉾神社の
こども囃子

ふるさと便りふるさと便り
ここのえ
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９月定例会
●町長退任あいさつ／議長謝辞
●平成28年第３回定例会
●工事請負契約承認／人事案件
●常任委員会報告
●臨時議会／視察研修報告
●各種会計決算認定
●一　般　質　問　 ５名
●わたしのひとこと

P.2
P.3
P.4
P.5
P.7
P.8
P.10
P.15

東飯田・丸　塚
南山田・宝泉寺

寺元　新八さ
ん

松平　　努さ
ん
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野上・鉾神社に伝わる杖の奉納

こだわりの
かけ干し米づくり
富迫の安達さん

第44回
飯田東部地区体育祭


